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愛媛県総合科学博物館研究報告　投稿規程
令和 4 年 8 月改訂

愛媛県総合科学博物館研究報告編集委員会

Ⅰ　愛媛県総合科学博物館研究報告の対象分野と原稿の
種別 

1 対象分野
愛媛県総合科学博物館研究報告（以下「研究報告」）

の原稿掲載対象となる分野は，愛媛県の自然史，科学技
術，愛媛県の産業史，博物館事業に関連する分野とする． 
2 原稿の種別

（a）原著論文
オリジナルな研究論文で，未発表のもの．

（b）総　　説
ある研究分野に関して独自の立場から総括・解説・
紹介するもの．

（c）短　　報
研究の予報や中間報告等の短い論文であり速報性を
必要とするもの．

（d）資　　料
調査記録・資料目録が中心となるもの．

（e）事業報告
教育普及活動や博物館活動の報告．ただし報告の対
象は当館主催事業に限る．

（f）技術報告
新たに開発した標本作成方法や展示物などの技術的
な新知見の報告．

これらを以下「論文」と記す．

Ⅱ　原稿の執筆要領
1 標題（和文・英文）

研究内容を具体的かつ的確に表す．標題の中には，原
則として略語・略称は用いない．英文表記は，冠詞・前
置詞を除き単語の第 1 文字を大文字にする．
2 著者名（和文・英文）

姓・名を略さずに記載する．英文表記は，姓の文字の
すべてと名の頭文字を大文字とし，「姓−名」の順とする． 
3 著者の所属機関名（和文・英文）

著者の所属機関は，当該研究の行われた機関名を正式
名称で記載する．著者が複数で所属機関が異なる場合は，
アステリスクを用いそれらを対応させる．博物館の館員
以外は，所属機関の所在地及びホームページの URL 等
を記載する．その際，郵便番号，番地等を省略せずに記
載する． 
4 抄録（英文）

論文の概略を迅速に把握できるよう，主観的な解釈
や批判を加えず，内容を簡潔に記す．図・表の引用は

行わない．原著論文・総説については，英文 100 語〜
200 語を標準とする．短報・資料・事業報告・技術報告
については，英文 70 語〜 100 語を標準とする．文頭に

「Abstract：」と表記する．
5 キーワード（和文・英文）

論文内容を適切に表す用語をいくつか記載する．文頭
にそれぞれ「キーワード：」「Key words：」と表記する．
6 本文

（1）論文構成・内容
論文構成は，「はじめに，材料，方法，結果，考察（お

わりに）」で構成することを基本とするが，論文の分野
によってはこの限りでない．この大項目の頭には見出し
番号を付けず，ゴシック体でセンタリング表記する．内
容は，論理的かつ明確な構想に基づいて記述し，研究の
目的，学術上の意義，先行研究との関連性も明示する．
同分野を専門とする研究者が読んで検証可能なように記
述し，結果とそれに対する分析は，明確に区別して記載
することが望ましい．

（2）文体，用字用語，記号，符号，単位等の基準
文体は，口語常態（である体）とし，現代かなづかい・ 

常用漢字を用いるが，固有名詞等はこの限りでない．読
み誤るおそれのある漢字については，その直後に丸括弧
で括ったふりがなを付ける．句読点は全角の「，」と「．」
を用いる．英数字と記号は半角を使用する．学術的名称

（動植物の学名，化合物名等）はイタリック体で記す．
その他の用字用語，記号，符号，単位並びに学術用語及
び学術的名称の表記は，基本的に ISO 等の標準化関連
国際組織及び論文の各分野において慣用されている基準
に従うこととする． 

（3）図・写真・表・図版
図・表・図版は，本文に出てくる順に，それぞれ一連

番号を付ける．また，番号に続けて和文のキャプション
を付ける．写真は原則として図に含めるが，論文の分野
によってはこの限りでなく，「写真 1 ○○○○，写真 2 
○○○○」と一連番号を別に付し図に含めないこととし
てもよい．図・写真のうち，必要なものにはスケールを
入れる．図・写真・表の本文中への挿入は，編集段階で
行う．挿入位置に関して特に希望がある場合は，論文投
稿時に編集委員会に申し出ること．図版は，原稿末尾に
掲載する．

（4）見出しの付け方
（a）第一項目：ゴシック体にして中央に配置．
（b）第二項目：左寄せでゴシック体にする．
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（c）第三項目：番号を付ける．ゴシック体にしない．左
寄せ．

（d）第四項目：括弧付き数字を付ける．ゴシック体に
しない．左寄せ．

7 注
語句や文章の意味を分かりやすく解説するために設け

ることができる．注には通し番号を付け，本文の該当箇
所の右肩に数字を挿入する．編集段階において，脚注の
場合は同一ページ内に，文末注の場合は本文の最後に挿
入する．また，人文社会科学分野等においては，謝辞の
後の文献欄を省略し，注に文献を含めることとしてもよ
い．
8 謝辞

研究の過程で何らかの援助を受けた場合は，「謝辞」
の節を設け，簡潔な謝意を示す．その場合，その援助者
及び機関の名称並びに援助の内容等を記載する．
9 文献

文献は，参考文献・引用文献を指す．文献の適用範囲
は，雑誌・図書・論文集・レポート・学位論文・特許文
献・ウェブサイト等がある．文献と本文との関連付けは，
基本的に自然史分野の論文はハーバード方式，科学技術
分野の論文はバンクーバー方式に倣うが，論文の分野に
よっては，その分野で慣用されている基準に従ってもよ
いこととする．欧文雑誌名と書名は，イタリック体とす
る．

（1）ハーバード方式（著者名アルファベット順方式）
ハーバード方式は，本文での引用箇所に著者名と発行

年を記述する．例えば，本文では「・・・である（山田， 
1999a， 1999b）．」，「・・・に関しては，宮本（1998）が
報告している．」と表記する．著者が 2 名の場合は，「・」

「and」で区切る．著者が 3 名以上の場合は，「〜ほか」「〜
et al.」とする．文献が複数の場合は，「；」で区切る．
文献欄の配列は，著者名のアルファベット順とする．同
著者の場合は年号の順とする．同著者名かつ同年号の場
合は，出版年の後に a，b を付けて掲げる．体裁は以下
の例を参照のこと．

［雑誌中の論文］　著者名，発表年：論文名．雑誌名，巻
号数，ページ数．DOI データ．

八木繁一・日山克明，1954 : 伊予の扶桑木について．地
学研究，6，p.311-314．

NAGAI, K., 1985 : Some geological problems of the 
Ishizuchi Range, Shikoku. Memoirs of the Ehime 

University，section2，3，p.95-108.
PARENT, H., BEJAS, M. and GRECO, A., 2019：Shell 

area-to-volume ratio in ammonoids. Paleontological 
Research. doi:10.2517/2019PR013.

［図書］　著者名，発表年：書名．発行所．　
伊藤立則，1985：砂のすきまの生きものたち．海鳴社．
MOORE, R. C. (ed.), 1961：Treatise on Invertebrate 

Paleontology. Part Q, Arthropoda 3. Geological Society 
of America and University of Kansas Press.

［図書の部分引用］　著者名，発表年：標題．書名．編者
名．発行所．ページ数． 

速水格・植村和彦，1998 : 3．古生物の分類．古生物の科
学 1　古生物学の総説・分類．速水格・森啓編．朝
倉書店．p.38–59．

ELDREDGE, N. and GOULD, S. J., 1972：Punctuated 
equilibria : an alternative to phyletic gradualism．
Models in Paleobiology. In SCHOPF, J. M.(ed.)．
Freeman. p.82‒115．

［ウェブサイト上の情報］　著者名，発表年：標題．URL 
（参照年月日）．

環 境 省，2019 : 環 境 省 レ ッ ド リ ス ト 2019．https://
www.env.go.jp/press/files/jp/110615.pdf（2019.10.1
参照）．

（2）バンクーバー方式（引用順方式）
バンクーバー方式は，本文での引用箇所右肩に文献の

連番（引用順）を振る．例えば，本文では「〜国内で開
発された当時世界最高輝度の白色発光ダイオード 3）は
〜」と表記する．文献欄は，引用順に番号とその文献を
挙げ，同じ文献が出てくる場合は，「5）前掲 3 に同じ」
と略記してもよい．体裁は以下の例を参照のこと．

［雑誌中の論文］　著者名　論文名．雑誌名．発表年，巻
数，号数，ページ数．DOI データ．

柳井昭二，石谷孝佑，小城年久　糸状菌の生育におよぼ
す酸素濃度の影響について．日本食品工業学会誌．
1980，vol.27，no.1，p.20-23．

YOSHIHARA, H. K. Nippponium, the Element 
Ascribable to Rhenium from the Modern Chemical 
Viewpoint. Radiochimica Acta. 1997, vol.77, no.9, p.9-
13．

MABON, S. A., MISTELI, T. Differential recruitment of 
pre-mRNA splicing factors to alternatively spliced 
transcripts in vivo. PLoSBiol. 2005, vol.3, no.11, e374, 
doi:10.1371/journal.pbio.0030374.

［図書］　編著者名　書名．版表示，出版社，発表年．
日本化学会編　日本の化学百年史－化学と化学工業の歩

み－．東京化学同人，1978．
FRENKEL, D., SMIT, B. Understanding Molecular 

Simulation: From Algorithms to Applications. 2nd ed., 

（例）
愛媛の自然

地質
1　領家帯

（1）領家帯の変成岩類
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Academic Press, 2002.
［図書の部分引用］　著者名 “論文名”．書名．編者名．

出版者，発表年，ページ数．
西源次郎 “Ⅲ博物館活動のプログラムの構成　2 企画検

討事項”．生涯学習と博物館活動．加藤他編．雄山
閣出版，1999，p.68-77．

ITO, Kenji “The geist in the institute: The production 
of quantum physicists in 1930s Japan”. Pedagogy 
and the Practice of Science. KAISER, D., ed. MIT 
Press, 2005, p.151-184.

［ウェブサイト上の情報］　著者名“標題”．発表年．
URL（参照年月日）．

日本海洋データセンター “J-DOSS, JODC オンライン
データ提供システム（潮汐データ）”．2018． 

　　https://www.jodc.go.jp/jodcweb/index_j.html
（2018.11.1 参照）．

Ⅲ　論文投稿から発行までの流れ
1 投稿資格

論文を投稿することができる者は，原則として愛媛県
総合科学博物館の館員及び館員と共同で研究を行った者
とする．ただし，外部の者のみの投稿も受け付けること
があるが，この場合，事前に編集委員会に連絡をとって
論文の概要（新規性・実用性等）を説明し，投稿の許可
を得る必要がある．なお，投稿者の所属が大学・試験研
究機関・博物館等の場合，当館の収蔵資料を研究対象と
した論文を優先する．
2 論文の投稿

上記「II 原稿の執筆要領」に従い執筆した原稿を，
A4 版の用紙に 1 ページあたり 45 字× 30 行（文字サイ
ズ 10.5 ポイント）とする．

紙により提出する場合は，投稿原稿整理カード 1 部，
原稿（図・表・図版も全て含む）2 部を編集委員会へ提
出する．

電子データにより提出する場合は，原稿の全てを１つ
の pdf または MSWord ファイルにまとめて，原稿整理
カードとともに原則電子メールで提出する．（10MB よ
りも大きい場合は事前に編集委員会に相談すること）．  
提出先　〒 792-0060　愛媛県新居浜市大生院 2133-2

　　愛媛県総合科学博物館 研究報告編集委員会
　　TEL. 0897-40-4100　Fax. 0897-40-4101
　　E-mail. kagaku-museum@pref.ehime.lg.jp

3 論文の審査と採択
原稿は，執筆要領に従って書かれた場合に限り受け付

ける．その受け付けた日を原稿受付日とする．論文は，
編集委員会が選定した査読者により，投稿原稿の査読を
受ける．館外の研究者による査読を希望する場合は，事
前に編集委員会へ申し出ること．編集委員会は，査読結

果に基づき原稿を審査し，掲載可・要修正・掲載不可を
判断する．要修正の場合は，著者へ修正・再提出を求める．
提出された最終原稿が，編集委員会により掲載可と判断
された日をもって原稿受理日とする．掲載可の連絡を受
けた著者は，速やかに電子データを提出すること．掲載
不可の場合は，その理由を明らかにした上で原稿を著者 
へ返却する．
4 論文の校正

校正は，初校のみを著者校正とする．再校以降は基本
的に編集委員会が行う．
5 研究報告の配布

発行された研究報告は，全国の主な博物館，県内の図
書館・高校・大学等へ配布される．発行後，著者には研
究報告 1 部を贈呈する．また，希望する著者には別刷
30 部を贈呈する．著者が連名の場合には，筆頭著者に
贈呈する．30 部以上の別刷を希望する場合は，編集委
員会に相談すること．  

Ⅳ　論文の著作権について
研究報告に掲載されるすべての論文の著作権は，電子

媒体を含め愛媛県総合科学博物館に帰属する．ただし，
著者自身が複製，翻訳などで利用することは差し支えな
いが編集委員会に申し出た上で，本誌からの出典を明記
し言及すること．他誌から研究報告に投稿する場合は，
その出版社の了承を得てその旨を謝辞の項目で必ず記載
すること．そのほか，著作権に関する諸事が生じた場合
は，著者に直接協力を依頼する場合がある．

Ⅴ　ＷＥＢ公開について
研究報告は，発行された後に当館のホームページ上に

おいても公開する．よって論文に使用する資料を他から
借用して掲載する場合，借用先にその旨伝え，論文投稿
前に承諾を得ておくこと．また，知的財産所有権・著作
権・肖像権等が発生する内容及び個人情報を含む内容を
掲載する場合についても，論文投稿前に著者において処
理をしておくこと． 

Ⅵ　投稿規程の改訂について
改訂の必要が生じた場合は，編集委員会の審議を経て

改訂を行う．
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種別
（該当するものを○で囲む）

原著論文　　総説　　短報　　資料　　事業報告　　技術報告

和文表題

和文著者名
（ふりがな）

英文表題

英文著者名

連絡先
（校正刷り・別刷送付先）

〒　　　－

　　　　　Tel．
　　　　　Fax．
　　　　　E-mail．

提出原稿
本　　　文 ：　　　　枚　　　　　    図　　　版 ：　　　　枚
図　　　表 ：　　　　枚　　　　　　　　　　（カラー　　   枚）
　　　  （カラー　　   枚）　　　　　　図・表の説明 ：　　　枚

別刷希望部数 　　　　　　　　　部

備　考

編集委員会記入欄
　受付年月日　　　年　　　月　　　日　　受理番号 No.
　受理年月日　　　年　　　月　　　日　　受理番号 No.


